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仙
台
城
下
の
「
酒
」
事
情

　

国
税
庁
が
発
行
し
て
い
る
統
計
書
「
酒
の
し
お

り
（
平
成
25
年
度
）」
を
見
る
と
、
大
人
一
人
当
た

り
の
清
酒
の
消
費
量
は
東
北
・
北
陸
地
方
が
突
出

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
米
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
醸

造
に
適
し
た
風
土
に
恵
ま
れ
て
、
全
国
区
の
銘
酒

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

時
代
は
遡
っ
て
、
仙
台
藩
領
の
名
物
・
名
品
を

番
付
に
し
た
『
仙
台
領
高こ
う
め
い
く
ら
べ

名
競
角す
も
う
み
た
て

力
見
立
』（
文
政

一
二
年
・
一
八
二
九
）
に
は
、
江
戸
や
仙
台
周
辺

で
有
名
な
も
の
と
し
て
「
美
食
」「
大
酒
」、
数
が
多

い
も
の
と
し
て
「
酒
屋
」
が
登
場
し
ま
す
。
し
か

し
、当
時
の
江
戸
で
人
気
が
あ
っ
た
の
は
「
下
り
酒
」

と
い
わ
れ
る
上
方
（
大
坂
・
京
都
・
奈
良
）
で
醸

造
さ
れ
た
清
酒
。
米
の
名
産
地
・
仙
台
藩
で
造
ら

れ
た
酒
は
「
地
産
地
消
」、
大
酒
飲
み
で
知
ら
れ
た

仙
台
藩
の
人
々
が
飲
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

数
の
多
さ
で
知
ら
れ
る
「
酒
屋
」
は
、
主
に
藩

主
や
藩
用
の
酒
を
造
る
「
御お

さ
か
や

酒
屋
」、
特
定
の
神
社

で
使
用
す
る
酒
を
造
る
「
御お

み

き
神
酒
屋
」、
酒さ
か
か
ぶ株
を
取

得
し
て
商
売
す
る
市
中
の
「
酒
屋
」
に
分
け
ら
れ
、

藩
の
規
制
下
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
自
家
用
の
濁だ
く
し
ゅ酒

「
ど
ぶ
ろ
く
」
の
製
造

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
凶
作
時
に
は

市
中
の
酒
屋
と
同
様
に
酒
造
を
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

酒
飲
み
の
代
表
　
伊
達
政
宗

　

仙
台
で
有
名
な
酒
飲
み
と
い
え
ば
、
仙
台
藩
初

代
藩
主
伊
達
政
宗
で
す
。
酒
は
朝
晩
の
食
膳
に
始
ま

り
、
儀
式
、
家
臣
の
労ね
ぎ
らい

、
大
名
同
士
の
付
き
合
い

等
、
藩
政
・
外
交
・
生
活
の
必
需
品
。
こ
こ
で
敢
え

て
政
宗
を
「
酒
豪
」
と
称
さ
な
い
の
は
、
政
宗
の
書

状
に
は
「
大
酒
給
ひ
」「
酒
を
過
ご
し
」
な
ど
、
手
紙

を
出
す
の
が
遅
く
な
っ
た
理
由
を
深
酔
い
と
す
る
も

の
が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
で
す
。
あ
し
か
ら
ず
。

　

政
宗
が
生
き
た
江
戸
時
代
初
期
は
、
最
先
端
の

清
酒
の
製
造
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
は
南な
ん
と都
（
奈

良
）
で
、
酒
の
原
料
で
あ
る
蒸
米
と
麹
米
の
両
方

に
精
白
米
を
使
っ
て
造
ら
れ
た
「
諸も
ろ
は
く白
」
が
珍
重

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
政
宗
は
、
仲
の
良
い
大
名
・

津
藩
主
藤と
う
ど
う
た
か
と
ら

堂
高
虎
や
幕
府
老
中
・
土ど

い井
利と
し
か
つ勝
に
南

都
か
ら
輸
送
さ
れ
た
新
酒
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
酒
と
古
酒
を
一
緒
に
贈
っ
た
書
状
も
残
さ

れ
て
お
り
、
お
互
い
に
利
き
酒
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

　

政
宗
は
、
南
都
の
酒
を
飲
む
だ
け
で
は
満
足
し

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
南
都
か
ら
諸
白
の
杜と

じ氏
・

又
五
郎
（
又
右
衛
門
）
を
招
き
、
な
ん
と
仙
台
城

の
一
角
に
屋
敷
を
与
え
て
、
諸
白
を
造
ら
せ
ま
し

た
。
政
宗
に
又
五
郎
を
紹
介
し
た
の
は
、
飲
み
仲

間
の
大
名
・
柳や
ぎ
ゅ
う生

宗む
ね
の
り矩

で
す
。
遠
く
離
れ
た
仙
台

に
運
ば
せ
る
よ
り
、
造
っ
て
し
ま
お
う
、
と
考
え

た
の
で
し
ょ
う
。
当
初
は
自
分
用
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
家
族
の
た
め
儀
式
の
た
め
、
と
用
途

が
拡
大
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
政
宗
は
「
来
年

の
酒
の
仕
込
み
の
た
め
米
三
百
石
を
渡
し
、
又
五

郎
の
求
め
に
応
じ
て
米
を
渡
す
よ
う
に
」、
と
指
示

を
出
す
な
ど
、
又
五
郎
の
酒
造
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

後
に
、
又
五
郎
は
、
出
身
地
で
あ
る
榧か
や
の
も
り森

を
苗

字
と
し
て
名
乗
り
、
榧
森
家
は
江
戸
時
代
を
通
し

て
藩
用
の
酒
を
造
る
「
御
酒
屋
」
を
勤
め
ま
し

た
。
ま
た
、
六
代
目
の
与
左
衛
門
は
享
保
一
七
年

（
一
七
三
二
）、
酒
造
の
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た

寒
造
り
の
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
南
都
へ
修
業

に
出
て
い
ま
す
。「
御
酒
屋
」
と
い
っ
て
も
、
時
代

の
流
行
や
、
藩
主
の
好
み
に
あ
わ
せ
た
酒
を
実
現

す
る
た
め
、
日
々
精
進
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
政
宗
が
造
ら
せ
た
仙
台
産
の
諸
白
、
寛

永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
は
瑞
巌
寺
に
「
仙
台
之

諸
白
、
一
樽
進
ら
せ
候
」
と
献
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
徳
川
家
光
の
乳
母
・
春
日
局
に
も
、「
国
の

酒
、少
し
で
す
が
進
上
し
ま
す
、ご
賞
味
く
だ
さ
い
」

と
、
南
都
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
自
国
仙
台
産
を

強
調
し
て
酒
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
政
宗
が
贈
答
品

と
し
て
い
る
の
は
、
珍
重
さ
れ
た
仙
台
藩
産
の
冬

鳥
、
鮭
な
ど
の
海
産
物
、
大
名
の
狩
り
に
欠
か
せ

な
い
鷹
な
ど
。
仙
台
城
で
造
ら
れ
た
「
諸
白
」
も
、

政
宗
自
慢
の
逸
品
に
到
達
し
た
の
で
し
ょ
う
。

6/21(日)まで
【観覧料】 一般：1,300円　大学・高校生：1,000円
　          小・中学生：600円　　　　　   

開館時間：午前９時～午後4時45分（最終入館午後4時15分）●６月の休館日：毎週月曜日 ●7月の休館日：7月20日をのぞく毎週月曜日、7月21日（火）

特
別
展

■主催：「奈良 薬師寺 未来への祈り」実行委員会（仙台市博物館、NHK仙台放送局、
　　　  NHKプラネット東北）、法相宗大本山薬師寺、河北新報社

■主催：「浮世絵の華」仙台展実行委員会（仙台市博物館・
　　　  ミヤギテレビ）、　公益財団法人 平木浮世絵財団

国宝・薬師寺の名宝、 仙台限定特別公開。

国宝 吉祥天女が舞い降りた！

ご覧あれ 浮世絵の華

―奈良 薬師寺 未来への祈り―

―歌麿・北斎・広重 平木コレクションの名品東日本大震災復興祈念特別展
特別展

国宝  吉祥天女像  奈良時代  薬師寺蔵
撮影：飛鳥園

重要美術品  喜多川歌麿「芸者亀吉」
公益財団法人  平木浮世絵財団蔵

きちじょうてんにょ

●前売券好評発売中（7/16まで）●
【観覧料】

一般：1,200円（前売1,000円）
高校・大学生：900円、小・中学生：500円

7/17(金)～9/6(日)

江戸の華、揃い踏み！！
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第 15 回

仙台城にあった榧森家の造酒屋敷の平面図（『仙臺藩封内神
社佛閣等作事方役所修繕ニ属スル場所調』、宮城県図書館蔵）

仙
台
城
で
諸
白
を
造
る


